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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・駒木　洋士様～本日６/２８（火）９：００～６/２９（水）１６：００まで外泊となっております。外泊帰院時には、外泊中どの様に過ごしてきたのか、スケジュールに無理がなかったかなど振り返りをともに行って行くようにして下さい。
・庭野　弘樹様～６/２　心理検査実施（ＷＡＩＳ－Ｒ）


６/３　心理検査実施（ロールシャッハテスト）


６/９　心理検査実施（ＭＭＰＩ）

　検査結果報告→全体的の結果としては、ちょっとした事でイライラ、不満が出現する傾向にあります。ＭＭＰＩの検査では怒りの感情が非常に高く、思っていることを溜め込み悶々としてしまう傾向があります。

　　　　　　　　イライラ感はただ漠然としたもので少しのきっかけで、出できたりします。以前転んで顎を怪我されていますが、その時もイライラするとの発言聞かれイライラの処理の仕方が出来ずにいます。

　　　　　　　　落ち着いている時は普通に過ごす事ができますが、外からの刺激が入ってくると感情が揺さぶられガタガタと悪くなる可能性があります。

（ケアの方向性）

　　　　　　　　物事に対して本人の納得いくような説明をする事により落ち着く事が出来ていたりしますので、スタッフサイドでも話しを聞き関わりを多く持って興味のあるものを引き出していけるように取り組んでいきましょう。また、病識に欠けているので、早めの疾病教室を実施していきましょう。
＜ＳＳＴ評価及び検討＞

・Ａユニット～６月の短期目標の確認を行っています。

　　　　　　晴山様はをまだ名前を覚えていないとの事で自己評価を５０点と話しています。　木部様はだいだいの人とは話せているが、話せない人もいるとの事で自己評価を４０点としています。　蛯名様は気分の落ち込みの時は話したくなくて・・・と、自己評価を５０点とそれぞれにつけられています。　全体的に静かな雰囲気で行われています。蛯名様は気分の落ち込み見られ、うつむいている事多いですが、居眠りや拒否は見られず参加する事出来ています。

　　　　　　　　６月は残りわずかなので、少しでも目標達成に近づけるように伝えています。
・Ａグループ～６月の目標評価で、できている所はロールプレイで再現、できなかった所は他者からアドバイスを受ける事としています。


自己目標はそれぞれに評価されており、出河様は１００点と自信満々で話されています。できなかった部分について、スタッフが質問すると殆んど出河様が発言され目立っています。それとは反対に、長谷川様がやや表情硬く冴えなさ見られていますが、スタッフの促しにロールプレイの参加できています。

・Ｂグループ～短期目標の評価を行っております。全体的にウォーミングアップ、短期目標の評価の時も皆さん集中され行う事出来ております。船場様は病棟内にいる時の表情とは違って、明るく笑顔で自分の評価を「時々テレビなどに向かって意味が通じない事を話、他者に誤解されていたと思う」と話し、自らを振り返る事が出来ています。　駒木学様も、自ら発言される事が多く静かな雰囲気の中でも、まとまりのある意見を出されていました。

・Ｃグループ～短期目標の評価を行っております。松橋様は終始うつむかれており、自らの発言はありません。声掛けに自分の評価を１０点と話し、スタッフ側からも評価し誉めて点数アップしております。その他の方々はこちらのアプローチには穏やかに返答され進めることが出来ています。全体的に自分から話すと言う事が困難である為、会話時のきっかけや話掛けなどアドバイスが必要だと思います。

　　　　　　　次回の課題として藤田様へ会話時のポイントとして“自分から話し掛けるにはどうしたらよいか”を考えて頂く事としています。

　　　　　　　来月の目標は挨拶の次のステップアップとして、会話できるような話しかけ方をポイントに目標設定して頂きたいと思います。

・Ｄグループ～短期目標の評価を行っております。自分の目標の確認をしてみると、ほとんどの方が目標を覚えており自己評価が出来ております。

　　　　　　　菅井様は途中、具合いが悪いと退席する事あります。　曽我様は質問に対して的外れな発言で考えのまとまりのなさ伺えています。他の参加者は積極性には欠けていますが、スタッフの質問に対しての受け答えはうまく出来ておりました。

・Ｅグループ～短期目標の確認と評価を行っております。

ウォーミングアップでは夏の思い出を聞いていますが、皆さん昔の事を思い出し積極性も見られ、表情良く発言されています。

前回、山口様が人の話しを聞く事が出来ずに場の雰囲気を悪くさせるという事があり、常に声掛け要していましたが、雰囲気を悪くさせる事もなく、落ち着いて参加する事出来ています。

